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研究成果の概要（和文）： 

まず本研究では、日本における医療安全を実現するための人、物、システムの整備と投入に関

する実態を、患者のアウトカム、救急搬送システム、院内チームビルディングなど具体的な実

例を検討・分析した。次に本研究では医療安全投資の有力な事例として医学シミュレーション

の普及と提供をとりあげ、欧米の研究者との意見交換を重ねながら、望ましいシミュレーショ

ン教育の活用とその成果に関する経済的な評価の視点を新たに提示することを試みた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
This study, first, focused on the fact finding and analysis about the investment of human 
resources, materials and the systems, and its outcome with respect to the patient clinical 
outcome, emergency system and medical team building at hospitals. After that, we intended 
to identify the economic return on the investment for safety environment from the view 
point of comparative observation among western countries and Japan. In this study, we 
took notice on the medical simulation as a significant example of the investment for 
patient safety. We tried to propose the ideal evaluation concept and an example of economic 
outcome as the return on safety investment in medical care and simulation education 
through the repeated communication with foreign scholars and researchers. 
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１．研究開始当初の背景 
 医療における安全性の確保が国家的課題と
して提起され、国や医療関係団体が医療安全
の指針や安全性確保に向けた対策の実施案
を次々に打ち出していた。特に安全性に配慮
した機器の開発、医療情報システムを使った
安全対策、リスクマネジャーの配置や安全管
理室の設置など、人材の育成配置が進められ
ていたが、同時に医療安全対策には多額のコ
ストがかかること、たとえどのように事前の
対策を講じても医療事故はゼロにはできな
いことなど、安全対策の取り組みと成果との
関係やコストの問題は、依然不明確な状態で
あった。医療安全のコストに関して、いくつ
かの検討が試みられていたが、そこでは１）
医療安全に特化した投入資源をどう識別す
るか、２）その対策の成果や効果をどう評価
するか、という大きな課題が存在した。 
 
２．研究の目的 
 そこで本研究では、１）医療安全の確立に
向け、どのような資源配置をおこない、また
どのような人材開発をおこなうべきかにつ
いて、既存の研究をふまえて新たな視点を提
示すること、２）医療安全のコストと成果の
問題を、安全投資と成果という文脈で理解し
なおし、実際にどのような投資が行われ、そ
の成果はどこにどう及んでいる（と考えるべ
き）か、を明らかにすること、を通じて、上
記の問題について経済学的視点からの検討
をくわえ、さらに３）投資と効果に関する具
体的な分析アイデアとモデルを提示するこ
と、を試みた。 
        
３．研究の方法 
 本研究では、以下のような 3つの研究視点
およびアプローチを相互に関係させながら、 
それぞれについて成果をまとめることとし
た。 
（1）日本および諸外国における医療安全あ
るいは社会的な安全性の確保に関する研究
動向と最新の議論についてのリサーチをお
こない、また実際に医療安全にかかわる人材
開発、組織開発等の関係者とコンタクトを取
りながら、その基本的なコンセプト、手法な
どを調査すること 
（２）主として日本における医療の成果や医
療安全にかかわる議論のなかから、特に現場
の人々が喫緊の課題と考えている医療安全
事例に関して、ミクロデータを収集して問題
の背景と問題を生じさせている要因につい
て質的・量的なデータ解析をおこなうこと 
（3）医療における技術の向上やチームの生
成に深くかかわっている医学シミュレーシ
ョン教育を分析対象としてとりあげ、①日本
におけるシミュレーションの動向、②直面す
る課題、③シミュレーション教育の経済的成

果の評価に関するモデルの提案と簡単な評
価シミュレーションの実施 
について検討すること、である。 
以上の３つは、基本的に医療安全投資の主要
な課題を網羅しており、また、個別の病院や
個人といったこれまでの安全コストの議論
を、安全への投資とそのリターンという社会
的な文脈に拡張するうえで有益であった。 
 
４．研究成果 
（1）人材開発、組織開発に関する国際的動
向と他分野における実践例の検討結果 
 ①デンマークの Herlev 病院における医療 
チームづくり研修の実際と効果について検
討し、具体的な人材開発の方法を提示した。
この成果は 2009 年 3 月に熊本大学にて医療
者を対象としたチームビルディングのワー
クショップとして実際に応用された。ここで
は、医療者がチームで医療安全対策をおこな
う場合の「落とし穴」についてグループワー
クを通じて体験することを可能にし、これは
実際に大学病院での看護師研修プログラム
に採用された。 
 ②危機管理における最適なリソースマネ
ジメントの手法とその応用範囲に関する実
例を精査し、国際学会にて成果報告をおこな
った。 
 
（２）病院内、地域における医療安全の基本
投資としての人材配置、資源配置に関する研
究結果 
 ①病棟における看護師配置の濃度と患者
の退院時アウトカムの実際とがどのような
関係しているかを、京都府Ｏ病院の 3年分の 
退院サマリーからデータ抽出し、分析をおこ
なった。その結果、看護師配置が潤沢である
ほど、患者の総合的なアウトカム評価は高ま
る可能性があるが、疾患種別や病棟種別によ
りその程度は異なることが明らかになった。
この結果から、医療安全に関する人材配置は
単に量の問題ではなく、質と対象のマッチン
グが重要であることが示唆された。 
 ②救急医療体制に関する地域住民の利用
意識調査から、救急搬送システムに対する信
頼度と救急搬送に代わる医療提供システム
への需要を測定した。その結果、住民の属性
と日頃の「安心な医療」に関する考え方が、
救急という特殊な状況における行動と需要
に影響を及ぼしていること、また、より安全
性の高い医療に対する追加的な経済負担は、
不可能ではないがその前提として市民の救
急需要にこたえる医療提供体制の確立が必
要であることが示された。 
 
（3）医学シミュレーション教育の実態と経
済的アウトカムの評価に関する分析 
 ①医学シミュレーションの実態について 



全国の大学病院を対象としたアンケート調
査を実施し、予算、教育対象、運営コスト規
模、今後の戦略を聞いた。その結果、1)現在
日本の医学シミュレーションセンターやス
キルスラボは、ほとんどが大学の年間予算で
運営されているため、当該予算規模にばらつ
きがあり、またその多寡によってパフォーマ
ンスにも違いができる可能性があること、2)
大学予算が中心ということから必然的に、教
育訓練の対象が学内の学生、研修医等に限定
されていること、さらに 3)予算の問題と合わ
せて、多くの施設で運営管理者や事務担当者、
インストラクターの確保が非常に困難にな
っていること、等が明らかになった。 
 ②シミュレーションセンターの運営効率
改善にかかわる新しいしくみを提案するた
めに、シミュレーション教育便益の伝播に関
するＷｉｎ－Ｗｉｎモデルを提案した。ここ
では、1)シミュレーション教育の（経済学的）
財としての性質を「準公共財」と定義し、2)
準公共財の私的供給（大学予算での供給）か
ら公的供給（地域のステークホルダーによる
共同負担）へのシフトを促す必要性を示し、
3)共同負担に対する実際の地域医療資源の
コミットの程度について調査を行った。その
結果、地域診療所レベルでの運営費共同負担
は、シミュレーション教育への便益が存在す
る限り実現可能性が高く（調査対象の 50％が
容認）、このことから、医療安全の有力なツ
ールとしてのシミュレーションへの効率的
負担は、医療安全投資のオプションとなりう
ることが示された。 
 ③さらに、シミュレーション教育の準公共
財的性質をふまえ、共同負担による教育の院
外への公開促進がもたらす社会経済効果に
ついて検討した。その結果、地域における医
師不足の状況を前提として、地域の現任医師
への教育普及の波及効果は、医師の生産性向
上という文脈から、迅速で適切な診断の比率
を高め、それが不要な救急搬送等を抑制する
ことが示された。Ｏ市の実データを用いたシ
ミュレーション分析で、年間約 30 億円前後
のコスト節約が可能になると試算された。 
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